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令和元年第2回市議会定例会報告
　６月１３日、１４日、１７日の３日間にわたって館山市議
会の通告質問が行われました。今回は議員１８人中１３
人が質問に立ちました。１３日に行った私の質問から市
の解答、私の所見をご報告いたします。

核家族化が進む中、子育て支援の充実は
必須となっています。その中でも小学校入
学前の幼児期の教育の大切さは、人格形

幼稚園と保育園の定員数の見直しは進んでいる
でしょうか？
こども園の長時間児と短時間児の定員を見直し
た。
市立幼稚園の三歳児クラス、及びこども園の三歳
児の短時間枠を新設すべきと考えますが、いかが
でしょうか？
クラス相当数の職員が必要なため、困難な状況で
す。
未就園児の一時保育を拡充して、緊急の場合に
も対応できるようにすべきと考えますが、いかがで
しょうか？
　「子ども・子育て支援事業計画」の中で検討し
ていきます。
学童クラブの定員見直しを行い、増員されたそう
ですが、今年の夏休みの見通しはどうなっている
のか伺います。
おおむね３０人程度の追加受け入れができるよ
う、対応することとしました。特にサービスの必要
な小学校低学年児童の受け入れは改善できると
考えています。

質問１ 子育て支援の施策について

質問2 郊外地域での高齢者の生活支援について
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郊外地域に居住する高齢者の免許返納後の買い
物、医療の環境確保、移動手段について市として
どう考え、今後、どのようにして検討を進めていく
のか？
地域包括ケアシステムの構築により解決していこ
うと考えている。様々な地域の事情があり、すべて
の地区が同じようには進みませんが、これからも
社会福祉協議会、地域包括支援センター、行政及
び地域住民とが一体となって、地域にあった地域
包括ケアシステムの構築に向けた「地域づくり」に
取り組んでいきます。
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成の基礎を培うものとして、改正教育基本法の中でもう
たわれています。ですが、館山市の３歳児の受け皿は保
育園と私立幼稚園１園のみであるので、３歳児の就園
率は５６％で、全国的にほぼ９０％であるのに対して大変

高齢者の交通事故が増える中、免許返納
を進めていくことが大きな課題です。しか
し、免許返納後の生活を支える仕組みを

低くなっていま
す。平成１７年度
の文科省の中央
審議会による「子
供を取り巻く環
境の変化を踏ま
えた今後の幼児
教育の在り方に

作らなければ、翌日から買い物も通院も困難となりま
す。地域任せ、ボランティアだよりではなく、市がしっかり
とかかわって継続可能な仕組みを作っていくことが大切
です。尚、高齢者の事故防止のため、踏み間違い防止装
置への補助も今後検討されます。

ついての答申」の中での、「入園を希望するすべての満
３歳児から５歳児の就園を目標に、幼稚園等の整備を
進める」とあります。館山市の保育園の条件に満たない
３歳児も幼児教育の機会を与えられるべきです。これか
らも強く要望していきたいと考えます。
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　この度の市議会議員選挙では、皆様方に多大なるご支援、
お力添えを賜りましたこと、深く感謝致しております。皆様方のご
期待にお応え致しますよう、一生懸命に活動していく所存です。
　今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。


